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令和２年の年忌一覧

１周忌・平成 31令和元年亡

３回忌・・・平成３０年亡

７回忌・・・平成２６年亡

１３回忌・・平成２０年亡

１７回忌・・平成１６年亡

２３回忌・・平成１０年亡

２７回忌・・平成６年亡

３３回忌・・昭和６３年亡

３７回忌・・昭和５９年亡

４３回忌・・昭和５３年亡

４７回忌・・昭和４９年亡

５０回忌・・昭和４６年亡

※ご法事のご予定は、お早めに
お願い申し上げます。

浄
恩
寺
報
恩
講
お
勤
め
し
ま
し
た
。

十
一
月
十
三
日
、
四
十
名
弱
の
方
々
に
参
拝
、
聴
聞
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
荒
山
優
さ
ん
の
言
葉
に
、
み
な
さ
ん

心
が
和
み
、
素
直
な
気
持
ち
に
な
れ
る
時
間
を
過
ご
し
て

み
え
ま
し
た
。
来
年
も
法
話
お
願
い
致
し
ま
す
。

御
本
山
東
本
願
寺
報
恩
講
参
勤

十
一
月
二
十
一
～
二
十
八
日
の
期
間
、
御
影
堂
で
雅
楽

の
演
奏
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
末
寺
の
法
要
と
違
い
、
時

間
が
長
く
、
二
十
八
日
結
願
日
中

法
要
は
、
二
時
間
半
。
さ
す
が
に

足
腰
が
痛
く
な
り
ま
し
た
。

大
谷
暢
顕
門
主
は
、
今
回
の
報

恩
講
が
最
後
で
し
た
。
在
位
期
間

二
十
三
年
間
、
年
齢
八
十
九
歳
。

一
日
三
回
の
法
要
に
出
ら
れ
る
の

は
激
務
で
す
。
温
厚
な
お
人
柄
で
、

私
の
娘
達
が
、
名
古
屋
別
院
で
舞

楽
迦
陵
頻
を
舞
う
直
前
、
御
門
主

の
部
屋
に
招
か
れ
、
写
真
撮
影
を

一
緒
に
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
、
懐

か
し
い
思
い
出
で
す
。

今
回
の
法
要
で
は
、
次
期

御
門
主
と
ご
子
息
が
儀
式
の

中
心
を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
調
声
。
時
代
の

転
換
期
。
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
私
も
そ
ろ
そ

ろ
本
山
楽
僧
引
退
で
す
。

住
職
一
人
切
り
の
寺
を
空

け
て
本
山
に
滞
在
す
る
の
は

大
変
で
す
。
今
回
も
期
間
中

に
御
葬
儀
が
あ
り
、
通
夜
だ
け
勤
め
て
京
都
に
戻
り
ま
し
た
。

本
山
内
で
朝
昼
食
を
頂
く

の
も
大
変
。
延
々
と
長
い

廊
下
を
登
り
降
り
し
て
食

堂
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。

献
立
は
、
年
々
美
味
し
く

な
り
ま
す
。
紅
葉
を
眺
め

な
が
ら
歩
く
楽
し
み
も
あ

り
ま
し
た
。
東
福
寺
に
行
け
な
か
っ
た
の
が
残
念
。

本

山

飛

地

庭
園
夜
間
拝

観
で
演
奏
す

る
し
ご
と
も

あ
り
。
強
行

軍
の
御
正
忌

を
勤
め
さ
せ

て
頂
き
ま
し

た
。
ふ
ぅ
～
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